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研究の背景及び目的

近年，3D積層造形は，従来の工程では製造が困難であった複雑な形状の製
品の造形や，複数の部品の一体造形が可能なことから注目を集め，産業界に
普及している。しかし、実際に造形された部品には欠陥が生じたり，設計図
との寸法の違いが生じたりする問題点がある。設計図面通りの強度解析によ
るCAEではなく，3D積層造形におけるプロセスパラメータや形状不良を考
慮したCAEが可能になれば，3Dプリンタによるものづくりに大きく貢献で
きる。

期待される効果・応用分野

１．３Dプリンタのさらなる普及、ものづくりに貢献できる。
２．生産性やコスト削減に寄与するだけでなく、設計の自由度が広がる。
３．種々の構造物の軽量化は環境負荷軽減に貢献できる。
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